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Ⅰ　概　　況

１．沿革

明治９　北海道開拓使牧牛場が札幌市真駒内に建設
　　　　畜牛、豚をもって種畜業務を開始
　　１９　真駒内種畜場と改称し、馬、めん羊を追加
　　２６　北海道庁種畜場と改称、改良増殖が事業主体
　　３９　農商務省種牛牧場用地として設置（滝川畜試）
大正７　農商務省直轄の滝川種羊場として発足

（滝川畜試）
昭和７　北海道庁に移管　北海道庁種羊場と名称変更

（滝川畜試）
　　１１　北海道農事試験場に畜産関係試験研究部門を付設
　　１７　北海道の農業試験場畜産部と改称
　　２１　用地を米軍に接収されたため道内８カ所に緊急

分散
　　２２　移動先が現在地に決定し､施設の新設､人員･家

畜の結集開始
　　２５　北海道農業試験場畜産部が札幌市羊ヶ丘に新

設。当場は北海道立種畜場として発足
　　　　山羊部門を追加 （滝川畜試）
　　３１　種鶏部門を追加（滝川畜試）
　　３３　北海道立新得種畜場と改称
　　　　種豚部門を加え北海道立滝川種畜場として発

足 （滝川畜試）
　　３７　北海道立新得畜産試験場と改称し､大家畜の試

験研究機関として発足、乳牛の後代検定事業開
始、ヘレフォード12頭輸入し肉牛増殖事業開始

　　　　北海道立滝川畜産試験場と改称し､中小家畜の
試験研究機関として発足（滝川畜試）

　　　　鶏部門を北海道立滝川畜産試験場に移管
　　３８　種豚部門を北海道立滝川畜産試験場に移管
　　　　種豚部門を全面的に受入（滝川畜試）
　　４１　総合研究庁舎、フリーストール牛舎建設　整備

３カ年計画完了
　　　　創立９０周年、移転２０周年記念事業を実施
　　４４　畑酪における標準技術体系実証試験（中核試

験）開始
　　４７　｢牧草系統適応性検定｣｢放牧特性検定｣開始
　　４８　重種馬のけい養を廃止し、馬産事業は北海道和

種馬の品種保存のみ実施
　　４９　肉用牛の大規模繁殖経営における集団飼養技術

に関する試験（実用化技術組立試験）開始
　　５１　創立１００周年記念事業を実施し、記念碑を建立
　　５５　放牧肉用牛生産促進事業によりヘレフォード、

アバディーンアンガス各１１頭を輸入し、種雄牛
舎を新設

昭和５６　整備計画（１０カ年）が開始され自家水道が完成
　　　　肉牛直接検定牛舎を新設
　　５７　受精卵移植技術利用促進事業をセンター場とし

て開始
　　　　試験肉牛舎、間接検定牛舎など整備
　　５８　肉牛大型サイロ、肉牛科職員事務所の新設
　　　　受精卵凍結器、微量ミネラル分析装置など整備
　　　　混牧林利用技術確立事業を開始
　　５９　肉牛成雌牛牛舎完成
　　　　自走式フォーレージハーベスターを導入
　　　　農畜試経営部門の整備により研究部経営科を廃

止
　　　　独身寮を建設（更新）
　　６０　畜産バイオテクノロジー研究室を新設
　　　　整備計画により根釧農試へ乳牛５９頭移管
　　６１　総合試験牛舎新設
　　６２　種畜部を廃止し、総務部、研究部の２部体制
　　　　飼料管理科を管理科と改称し総務部所管
　　　　飼養科と乳牛科を廃止し酪農科を新設
　　　　畜産生物工学科を新設し、バイオテクノロジー

試験を担当
　　　　管理科事務所を新設
　　６３　乳牛育成牛舎を改築
　　　　酪農科事務所を新設
平成元　肉牛繁殖試験牛舎を新設
　　３　｢北海道立農業試験場研究基本計画｣を策定
　　　　直接検定牛舎を新設
　　　　牛体外受精卵流通体制整備事業などで鹿児島、

島根県等から黒毛和種成雌及び育成牛２２頭導入
　　４　受精卵移植技術を活用した北海道優良黒毛和牛

育成改良事業を開始
　　　　黒毛和牛雌牛、育成牛１２頭導入
　　　　肉牛科を肉牛育種科と肉牛飼養科の２科に改組
　　　　畜産生物工学科と草地飼料作物科を生物工学科

と草地科に改称
　　　　総合堆肥盤の新設　肉牛体測施設更新
平成６　研究部を家畜部と生産技術部の２部に改組
　　　　環境資源科を新設
　　　　草地試験棟を新設
　　　　核移植技術によりクローン牛を生産
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　　　　地域基幹農業研究、家畜糞尿処理技術開発事業
試験を開始

　　　　黒毛和種改良情報システム事業を開始
平成７　衛生試験畜舎を新設
　　　　黒毛和種のＤＮＡ育種基盤整備事業等の試験を

開始
　　　　本州より黒毛和種優良若雌牛２１頭を導入
　　８　｢畜産研究再編整備構想｣を策定
　　　　大分･宮崎県より黒毛和種種牛２９頭導入
　　９　｢畜産研究再編整備構想｣による基本設計終了
　　　　牧草の栄養価及び収量の向上による飼料自給率

向上促進事業を開始
　　１０　｢畜産研究再編整備構想｣による実施設計を実施
　　　　豚及び鶏の附属施設完成
　　１１　総合庁舎、和種馬保存厩舎、繁殖羊舎、格納庫

等の施設完成
　　１２　道立試験場の組織改正により滝川畜産試験場と

新得畜産試験場を統合、道立畜産試験場として
発足

　　　　道立畜産試験場滝川試験地を設置
　　　　畜産技術交流施設、畜産環境総合試験棟、総合

肥料庫、黒毛肥育試験牛舎など附属施設が完成
　　１３　｢畜産研究再編整備｣最終年度
　　　　外構工事、放牧地給水施設工事を実施し整備終了
　　１４　牛海綿状脳症に関する研究を行うためのBSE隔

離牛舎及びバイオハザード対策レベル３施設を
整備

　　１５　家畜伝染病の侵入を防ぐため、車両の消毒ゲー
トを設置

　　　　牛海綿状脳症に関する研究を推進するため感染
実験室を設置  

　　１８　粗飼料生産の外部委託を試験的に開始
　　　　家畜生産部、畜産工学部、育種科、養豚科、特

用家畜科及び代謝生理科を家畜研究部、基盤研
究部、肉牛育種科、中小家畜育種科、中小家畜
飼養科及び病態生理科に改称

　　１９　粗飼料生産等の外部委託を本格的に開始
　　　　放牧地堆肥盤を設置

２．位置および気象・土壌
（本場）
　当場は、上川郡新得町字広内（北緯４３度３分、東経１４２度
４８分）日高山脈の東斜面、標高２２０～４５０ｍに位置する。
　土壌は、花崗岩を母材として頁岩を混ずる崩積土を主
体とし、表層は厚さ約１３�の十勝岳火山灰に被覆され

元 号 内　　　　　　容 る。表土は黒色を呈するが有効腐食に乏しく、諸所に石
れきを混じ、排水やや不良で酸度高く、地力は全般に中
の下ないし下に位置する。
（滝川試験地）
　滝川市東滝川７３５番地（北緯４３度３５分、東経１４１度５１
分）にあり、函館本線と根室本線の分岐点である滝川市
街より空知川に沿って約８�、根室本線東滝川駅より北
に約１�の地点にある。
　地勢は中央部でやや丘陵をなしており熊穴川、滝の川、
ポンクラ川が流れ南西及び西部は石狩平野に連なる。
　土質は、第３紀層粘土質、土壌は重粘土であるが地味
は中庸である。

３．用地および利用区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ha
　　　　　　　　　　　　　＜本場＞　　＜試験地＞
総　面　積　　　　　　　 　１,５８５．９７　　　　０．７９　
採　草　地　　　　　　　　　３７１．６７　
放　牧　地　　　　　　　　　３８０．０２
飼　料　畑（試験圃場含む）　３３．８２
山林・原野　　　　　　　　　７５８．３７
建　　　物（公宅敷地含む）　  ４０．２７　　　　０．７９　
そ　の　他　　　　　　　　　　１．８２

４．けい養家畜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：頭、羽

畜種　　　　　　　　　　　　　　　雄　　　雌　　　計

肉牛　　黒毛和種　　　　　　　　 １３９　　３２１　　４６０
　　　　アバディーンアンガス　　　３０　　１５０　　１８０
　　　　ヘレフォード　　　　　　　　３　　　３０　　　３３
　　　　交雑種　　　　　　　　　　２１　　　３６　　　５７
乳牛　　ホルスタイン　　　　　　　１１　　　７６　　　８７
　馬　　　北海道和種　　　　　　　　　３　　　２０　　　２２
　羊　　　サフォーク（本場）　　　　１３５　　２４２　　３７７
　　　　　　　　　（試験地）　　　１５　　　０　　　１５
　鶏　　　白色レグホン　　　　　　　４５　　　８６　　１３１
　　　　ロードアイランドレッド　　１３４　　３８７　　５２１
　　　　素　材　鶏　　　　　　　 ２２９　　５１９　　７４８
　　　　試　験　鶏　　　　　　　　　０　　２５４　　２５４
　豚　　　大ヨークシャー（本場）　 １４２　　１６７　　３０９
　　　　ランドレース（試験地）　　４９　　１０９　　１５８
　　　　雑　種　　　（本　場）　　３１ 　　７０　　１０１
　　　　　　　　　　（試験地）　　 ０　　　０　　 　０
　　　　デュロック種（本　場）　　 １　　　０　　 　１
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５．機　　構

　昭和５９年８月１日、昭和６２年８月１日及び平成４年４月１日、平成６年４月１日、平成１２年４月１日、平成１４年４月１

日、平成１８年４月１日の北海道行政組織規則の改正により現在の機構が制定された。

　　　　　　総務部　　総務課　　　　　　　　　　　　庶務に関すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          財務に関すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畜産技術の研修に関すること

副場長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他他科の主管に属しないこと

副場長　　　　　　　　　　　　　　管理科　　　　　　作業計画、労務及び業務用諸施設の管理に関すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼料作物の生産及び草地の維持管理に関すること

　　　　　　家畜　　　主　任　　　肉牛育種科　　　　肉牛及び乳牛の育種に関する試験、研究及び調査並びに増殖を

　　　　　　研究部　　研究員　　　　　　　　　　　　行うこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道和種馬の保存及び調査に関すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　肉牛飼養科　　　　肉牛の飼養及び肉質に関する試験、研究及び調査を行うこと

　　　　　　　　　　　主　任　　　中小家畜育種科　　豚に関する試験、研究及び調査並びに増殖を行うこと

　　　　　　　　　　　研究員

　　　　　　　　　　　　　　　　　中小家畜飼養科　　めん羊及び家きんに関する試験、研究及び調査並びに増殖を行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うこと

　　　　　　基盤　　　主　任　　　病態生理科　　　　家畜の栄養生理及び生産病に関する試験､研究及び調査を行う

　　　　　　研究部　　研究員　　　　　　　　　　　　こと

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　感染予防科　　　　微生物感染症に関する試験、研究及び調査を行うこと

　　　　　　　　　　　主　任　　　受精卵移植科　　　受精卵移植に関する試験、研究及び調査を行うこと

　　　　　　　　　　　研究員

　　　　　　　　　　　　　　　　　遺伝子工学科　　　遺伝子工学的手法の開発及び利用に関する試験､研究及び調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行うこと

　　　　　　環境　　　主　任　　　草地飼料科　　　　草地及び飼料作物に関する試験、研究及び調査を行うこと

　　　　　　草地部　　研究員

　　　　　　　　　　　　　　　　　畜産環境科　　　　家畜糞尿の利活用及び畜産環境の保全に関する試験、研究及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査を行うこと

　　　　　　研究参事　　　　　　　　　　　　　　　　特に場長が定める試験研究及び調整に関すること

　　　　　　技術　　　次　長　　　　　　　　　　　　改良普及員の指導及び専門技術の調査研究等に関すること

　　　　　　普及部　　　　　　　　　　　　　　　　　開発された技術の体系化と普及定着に関すること

場　長
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　（１）　職員の配置　　　　　　　　　（３月３１日現在） 　（２）職　員

６．職　　員

計研究職 行政職

（1）

1

1

1

1

6

6

5

7

28

1

1

2

（1）

（1）

1

1

1

6

6

5

6

26

場　　　　長

副　 場　 長

総 務 部 長

総 務 課 長

総 務 係 

会 計 係

管 財 係

管 理 科

小　計

（12）

1

2

23

3

19

10

58

（1）

（1）

1

2

5

3

4

3

18

（2）

（2）

18

15

7

40

家畜研究部長 

主 任 研 究 員

肉 牛 育 種 科 

肉 牛 飼 養 科

中小家畜育種科

中小家畜飼養科

小　計

1

2

11

6

5

5

30

1

2

4

4

2

5

18

（2）

（1）

（3）

7

2

3

12

基盤研究部長

主 任 研 究 員

病 態 生 理 科

感 染 予 防 科

受精卵移植科

遺伝子工学科

小　計

（3）

1

1

5

3

10

（2）

（2）

1

1

3

3

8

（1）

（1）

2

2

環境草地部長

主 任 研 究 員

草 地 飼 料 科

畜 産 環 境 科

小　計

1

1

1

1

研 究 参 事

小　計

1

1

2

4

1

1

2

1

1

2

技術普及部長

技術普及部次長

技 術 普 及 部

小　計

131（3）49（7）82合　　　　計 

注）（　）は一般職非常勤員及び再任用職員（外数）

       〔　〕は滝川試験地職員（うち数）

氏　　　名　　　　　　役 職 名 　　　　　

竹田　芳彦

小泉　　寛

伊藤　裕士

岩村　清光

清水　恒男

松田　克也

島　　秀行

寺本　梨紗

清水　道明

高橋　　等（試験地）

成田　佳文

井筒　充宣

松橋あやな

鈴木　貴子

泉谷　　仁

臼井　　研

糸井　隆志

小林　英範

高橋　英樹

佐藤　裕治

横道　直人

西村　和行

藤尾　政広

斉藤　孝志

芦野　俊明

中里　　仁

谷尻　治秀

深川　厚司

鹿間　　茂

小関　忠雄

斉藤　利朗

宝寄山裕直

酒井　稔史

内藤　　学

森井　泰子

鹿島　聖志

西川　　泉

増田　年男

後藤日出男

徳光　裕一

場　　　長

副　場　長

総 務 部 長

総 務 課 長

総 務 係 長

主　　　査

主　　　任

主　　　事

業 務 主 任

指 導 主 任

会 計 係 長

技　　　師

　　〃

　　〃

主　　　任

　　〃

管 財 係 長

主　　　任

　　〃

主　　　事

技　　　師

管 理 科 長

業 務 主 任

主任兼農業技能員

　　　　〃

農業技能員

主任兼農業技能員

　　　　〃

農業技能員（非）

家畜研究部長

主任研究員

肉牛育種科長

研 究 職 員

　　〃

　　〃

　　〃

業 務 主 任

　　〃

　　〃

　　〃
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氏　　　名　　　　　　役 職 名 　　　　　

水尻　健二

野上　裕之

吉田　一昭

西村　哲夫

中野　　隆

若杉　吉規

堀川　盟夫

高橋　幸広

千葉　　昇

伊原　崇人

櫻井　直樹

箕浦　孝一

鈴木　裕二

青木　隆司

杉本　昌仁

大井　幹記

齋藤　早春

大原　睦生

小泉　　徹

山内　和律

岩上弦太郎

岡部　昭裕　

佐々木博康

高橋　慶保

久野　浩文

中川　正人

鈴木　　剛

石川　　要

梶野　清二（試験地）

森嵜　七徳（　〃　）

須藤　　明（　〃　）　

前寺　光男（　〃　）

佐藤　英一（　〃　）

柴田　哲雄（　〃　）

山下　　昇（　〃　）

古賀　和夫（　〃　）　

佐崎　辰信（　〃　）　

長内　正美（　〃　）

木下　　勉（　〃　）

内野　博行（　〃　）

藤川　　朗

戸苅　哲郎

國重　享子　

農業技能員

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　　兼主任

　　〃

　　〃

肉牛飼養科長

研 究 職 員

　　〃

主任研究員

中小家畜育種科長

研 究 職 員

　　〃

業 務 主 任

　　〃

農業技能員

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

研 究 主 査

研究職員（再）

業 務 主 任

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　　〃

　　〃

農業技能員

　　〃　　（非）

　　〃　　（非）　　

中小家畜家畜科長 

研 究 主 査

研 究 職 員

氏　　　名　　　　　　役 職 名 　　　　　

澤田石恭夫

匂坂　正雄

篠原　靖彦

高橋　光司

河端　広茂

森田　　勝

板宮　敦志

山本　裕介

草刈　直仁

川本　　哲

伊藤めぐみ

櫻井　由絵

谷川　珠子

芦野　正城

佐々木喜彦

喜多見　剛

月井　克実

吉川　栄一

川本　康内

石川　豊寿

佐藤　勝利

阿部　政豈

仙名　和浩

小原　潤子

及川　　学

二階堂　聡

小川　　進

長田　慎弥

西田　広道

遠谷　良樹

森安　　悟

平山　博樹

北野　則泰

玉田　　学

不破　友宏

尾上　貞雄

福田　茂夫

繪野澤真樹

甲田　洋子

藤井　　啓

山川　政明

原　　悟志

中村　克己

業 務 主 任

　　〃

農業技能員

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

基盤研究部長

主任研究員

病態生理科長

研 究 職 員

　　〃

　　〃

業 務 主 任

　　〃

農業技能員

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　　　（非）

　　〃　　　（非）

感染予防科長

研 究 職 員

　　〃

　　〃

業 務 主 任

農業技能員

　　〃　　　（非）

主任研究員

受精卵移植科長

研 究 職 員

農業技能員

　　〃

　　〃

遺伝子工学科長

研 究 職 員

　　〃

　　〃

　　〃

環境草地部長

主任研究員

草地飼料科長
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　（３）職員の異動
　　１）転入及び採用

　２）転出及び退職

氏　　　名　　　　　　役 職 名 　　　　　

出口健三郎

飯田　憲司

伊藤　憲治

植田　幹夫

田川　雅一（試験地）

高橋　春男（　〃　）　

村上　正教（　〃　）　

田村　　忠

研 究 職 員

　　〃

　　〃　　（再）

業 務 主 任

研 究 職 員（再）

業 務 主 任

　　〃　　（非）

畜産環境科長

氏　　　名　　　　　　役 職 名 　　　　　

湊　　啓子

渡部　　敢

出岡謙太郎

森本　正隆

原　　　仁

菊地　　実

佐藤　幸信

研 究 職 員

　　〃

研 究 参 事

技術普及部長

　　〃　次長

主任普及指導員

主査（技術支援）　

備　　　　　　考異動年月日氏　　　名役 職 名
根釧農試から転入
根釧農試から転入
根釧農試から転入
空知支庁から転入
新規採用
上川農試から転入
上川農試から転入
技術普及課から転入
根釧農試から転入
渡島支庁から転入
網走支庁から転入
中央農試から転入

平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年７月１日
平成１９年７月１日

草　刈　直　仁
原　　　　　仁
西　村　和　行
松　田　克　也
藤　井　　　啓
竹　田　芳　彦
山　川　政　明
森　本　正　隆
出　岡　謙太郎
成　田　佳　文
島　　　秀　行
泉　谷　　　仁

主任研究員
次長
管理科長
主査
研究職員
場長 　             
環境草地部長        
技術普及部長
研究参事
会計係長
主任
主任

備　　　　　　考異動年月日氏　　　名役 職 名
根釧農試へ転出
根釧農試へ転出
根釧農試へ転出
上川農試へ転出
十勝農試へ転出
上川農試へ転出
十勝支庁へ転出
十勝支庁へ転出
議会事務局へ転出
十勝支庁へ転出
退職
退職（再任用）
退職（再任用）
退職
退職
退職
退職（再任用）
退職（再任用）
退職（再任用）
退職

平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年４月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年６月１日
平成１９年７月１日
平成１９年７月１日
平成１９年７月１日
平成２０年１月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日
平成２０年３月３１日

平　井　綱　雄
南　橋　　　昭
松　井　義　貴
扇　　　　　勉
金　川　三代治
宮　崎　　　元
青　田　善　弘
塚　田　京　子
今　北　智　一
丸　山　　　淳
平　子　　　博
高　橋　　　等
大　原　陸　生
遠　谷　良　樹
中　村　克　己
菊　池　　　実
藤　尾　政　広
増　田　年　男
植　田　幹　夫
西　川　　　泉

前感染予防科長
前受精卵移植科長
前研究職員
前基盤研究部長
前技術普及部長
前研究参事
前会計係長
前主任
前主事
前農業技能員
副場長
指導主任
主任研究員
主任研究員
草地飼料科長
主任指導普及員
業務主任
業務主任
業務主任
業務主任
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７．歳入・歳出決算額
（円）

歳　　　　　　　　　出歳　　　　入

決　算　額節決　算　額科　　　　　目決　算　額科　　　　目

34,626,256

  11,140,617

  44,865,665

           0

  27,267,906

           0

 279,699,380

（212,280,233）

  　      （0）

 （67,419,147）

  18,660,506

 130,977,143

   2,207,623

  12,243,000

           0

  21,329,696

819,400

0

721,100

報　 　 酬

共 済 費

賃　 　 金

報 償 費

旅　 　 費

交 際 費

需 用 費

（需要費）

（食糧費）

（飼料費）

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及
び 賃 借 料

工事請負費

原 材 料 費

備品購入費

負担金補助
及び交付金

補償、補填
及び賠償金

公 課 費

12,482,646

  1,897,121

    432,155

 10,153,370

115,294,329

    119,491

114,762,594

  　412,244

  1,884,077

    780,817

  1,103,260

     13,820

     13,820

454,883,420

  1,943,242

  1,532,077

 39,482,886

      8,100

2,291,696

  2,692,443

　　200,000

　　459,560

406,273,416

総務費

　一般管理費

　人事管理費

　財産管理費

企画振興費

　企画振興総務費

　科学技術振興費

　情報政策費

環境生活費

　環境管理費

　鳥獣保護対策費

経済費

  経済総務費

農政費

　農政総務費

　食品安全対策費

　酪農畜産振興費

　家畜衛生対策費

　普及推進費

　経営担い手対策費

　農業生産基盤整備事業費

　調査計画費

　農業畜産試験場費

216,080

     97,041

    119,039

 82,976,937
     

     43,500

     11,800

 24,798,965

 40,247,157

 17,875,515

 21,542,721

 10,503,000

 10,450,000

      4,450

    480,187

     74,820

  　 30,264

使用料及び手数料

　建物使用料

　土地使用料

財産収入

　土地貸付収入

　公宅貸付収入

　動物売払収入

　畜産物売払収入

　不用品売払収入
　
諸収入

　道立試験研究
　機関試験研究
　受託事業収入

　共同研究費
　負担収入

　委託電話料収入

　労働保険料収入

　雑入

　補償金収入

584,558,292合　　計584,558,292合　　計104,735,738合　　計
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８．建　　物

　　　区　　　分　　　　　　　　　　数量　　　　　　　　　　面　積（㎡）

　　行政財産（本場）　　　　　　　　７９　　　　　　　　　　　３７，２９３．５７

　　　　　　（試験地）　　　　　　　１２　　　　　　　　　　  　５，１８７．５０

　　普通財産（本場）　　　　　　　　５８　　　　　　　　　　  　９，００９．５２

　　　　　　（試験地）　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　－

９．施設及び備品

（１）新たに設置した施設

　　　放牧地堆肥盤

（２）新たに購入した備品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１，０００千円以上）

　　品　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　規　　　　　格　　　　　　　　　　　　　　　数　　量

　　超低温フリーザー             　　　　　　　　日本フリーザー（株）CLN-50C　　　　　　　　　　　　　１台

　　ケルダール分解装置　　　　　　　　　　　フォス・ジャパン（株）TD2520　　　　　　   　 　　　　 １台
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季　節　調　査

注１）平年値は前１０か年の平均値。　注２）△印は減または早を表す。

Ⅱ　作　　況

１）気象概況
　前年１１月から本年１０月までの気象の経過はおおむね次

のとおりであった。

１１月：気温はやや高く、降水量もやや多かった。

１２月：気温はやや高く、降水量もやや多かった。根雪始

めは平年より９日遅い１２月７日であった。

１月：気温はやや高く、降水量はかなり多かった。最大

土壌凍結深は１月１０日の１４�で平年より１０日早く、５

�深かった。

２月：気温はやや高く、降水量は平年並みだった。最深

積雪は平年より１日早い２月１５日に平年並みの８７cm

を記録した。

３月：気温は平年並で、降水量も平年並みだった。

４月：気温はかなり低く、降水量は平年並みだった。日

照時間はやや少なかった。根雪終りは平年より１２日

遅い４月２１日で積雪期間は１３５日となり平年より３日

長かった。

５月：気温は平年比－０.２℃ と平年並みで、降水量は平

年比１７４％でかなり多かった。日照時間は平年比

１０２％で平年並みだった。

６月：気温は平年比＋１.６℃ でかなり高く、降水量は平

年比１１９％で平年並みだった。日照時間は平年比

１００％で平年並みだった。

７月：気温は平年比－２.３℃ とかなり低く、降水量は平

年比７４％でやや少なかった。日照時間は平年比

１０６%で平年並みだった。

８月：気温は平年比＋１.９℃ とかなり高く、降水量は平

年比５３％でかなり少なかった。日照時間は平年比

１３８％でかなり多かった。

９月：気温は平年比＋０.５℃ と平年並みで、降水量は平

年比１８５％とかなり多かった。日照時間は平年比

８１%で平年並みだった。

１０月：気温は平年比±０.０℃ と平年並みで、降水量も平

年比１０３％で平年並みだった。日照時間は平年比

１０１％で平年並であった。なお、落雷により気象観

測装置に故障が発生したため１０月下旬については新

得町のアメダスの値を用いた。

要約：冬期間の気象を要約すると、１１月から３月まで気

温は平年並からやや高く推移し、降水量(降雪)も１１

月から１月にかけ平年より多く経過した。一方で４

月上旬から中旬にかけ気温が低く経過したことと、

４月１４日に３１�の降雪があったため根雪終りは平年

より１２日遅い４月２１日で、積雪期間は平年より３日

長く１３５日となった。最大土壌凍結深は１月１０日に

平年より５�深い１４�を記録した。

　　　融雪後は６月が高温で経過したのに対し７月は低

温となり、８月には再び高温となった。降水量は７

月から８月にかけて少なく経過した一方で９月には

かなり多くなった。日照時間は８月にかなり多くな

ったが、それ以外は平年並で推移した。晩霜を５月

２８日、初霜を１０月６日に観察し、無霜期間は１３０日

で平年より１２日短かった。

　　　農耕期間(５月～９月)の積算は、気温が２３８０℃で

平年比＋４１℃、降水量が７４４mmで平年比１１４％、日

照時間が７１５時間で平年比１０４％であった。

注）　平成１１年１１月より本場気象観測システムを更新･

移設し用いている｡このため､気温の平年値は新旧観測デ

ータの旬平均値から回帰式を作成し､旧データでの平年

値を補正することにより算出した｡その他の項目は補正

せずに従来の値を用いている｡

　気象に関する平年比の判定は測候所の基準によった。

１．本場

平成１９年平成１８年

年次 根雪始降雪始無霜期間初霧晩霜降雪終積雪期間根雪終最大土壌凍結深最深積雪根雪始

月／日

降雪始

月／日 月／日月／日日月／日月／日月／日日月／日月／日�月／日�

未
１１／２９
－

１１／２
１０／２７
６

１３０
１４２
△１２

１０／６
１０／１１
△５

５／２８
５／２４
４

４／１４
４／２０
△６

１３５
１３２
３

４／２１
４／９
１２

１／１０
１／２２
１２

１４.０
４.６
９.４

２／１５
２／１３
２

８７
８６
１

１２／７
１１／２８
９

１１／１２
１０／２５
１７

本年
平年
差



－10－

気　象　表（平成１８年１１月～平成１９年１０月）

日照時間（時間）降水日数（日）降水量（�）最低気温（�）最高気温（�）平均気温（�）
月旬

比較平年本年比較平年本年比較平年本年比較平年本年比較平年本年比較平年本年

△4.8
0.6
△2.8
△6.9

41.6
34.5
39.7
115.7

36.8
35.1
36.9
108.8

2.1
0.9
△0.9
2.1

2.9
3.1
3.9
9.9

5.0
4.0
3.0
12.0

40.2
12.1
△22.3
30.0

18.8
21.4
33.8
74.0

59.0
33.5
11.5
104.0

1.3
0.1
1.6
1.0

0.9
－0.8
－3.0
－1.0

2.2
－0.7
－1.4
0.0

2.0
△0.1
0.4
0.8

9.2
6.4
4.4
6.6

11.2
6.3
4.8
7.4

2.2
△0.4
0.6
0.8

5.0
2.7
0.7
2.8

7.2
2.3
1.3
3.6

上
中
下
平均・合計

１１

6.2
△1.6
△0.7
3.9

35.2
37.6
46.1
118.9

41.4
36.0
45.4
122.8

0.2
△0.5
1.4
1.1

2.8
2.5
2.6
7.9

3.0
2.0
4.0
9.0

△7.3
△12.0
29.4
10.2

14.3
13.5
8.6
36.3

7.0
1.5
38.0
46.5

0.2
1.2
3.9
1.9

－6.4
－7.8
－8.7
－7.7

－6.2
－6.6
－4.8
－5.8

△0.9
1.2
2.6
1.1

0.5
－0.5
－1.3
－0.5

－0.4
0.7
1.3
0.6

△0.4
1.3
2.9
1.3

－2.9
－4.0
－4.9
－3.9

－3.3
－2.7
－2.0
－2.6

上
中
下
平均・合計

１２

△7.9
△5.3
△19.8
△33.1

44.4
42.3
55.0
141.8

36.5
37.0
35.2
108.7

0.1
△0.6
1.7
1.2

1.9
2.6
2.3
6.8

2.0
2.0
4.0
8.0

20.9
△7.0
9.9
23.9

17.1
10.0
13.6
40.6

38.0
3.0
23.5
64.5

4.0
1.9
0.8
2.1

－10.3
－11.3
－11.3
－10.9

－6.3
－9.4
－10.5
－8.8

2.3
0.1
0.2
0.9

－2.0
－2.6
－2.8
－2.5

0.3
－2.5
－2.6
－1.6

2.9
0.8
0.5
1.4

－5.8
－6.7
－6.7
－6.4

－2.9
－5.9
－6.2
－5.0

上
中
下
平均・合計

１

1.1
7.4
9.8
18.4

49.5
46.4
45.5
141.3

50.6
53.8
55.3
159.7

1.0
1.3
△1.5
0.8

2.0
1.7
2.5
6.2

3.0
3.0
1.0
7.0

1.4
1.1
△0.6
2.0

5.6
9.9
10.6
26.0

7.0
11.0
10.0
28.0

2.8
△0.3
△2.5
0.2

－10.9
－10.7
－10.0
－10.6

－8.1
－11.0
－12.5
－10.4

1.5
1.7
0.2
1.2

－2.3
－1.9
0.1
－1.5

－0.8
－0.2
0.3
－0.3

1.8
1.2
△0.9
0.9

－6.3
－6.1
－4.6
－5.8

－4.5
－4.9
－5.5
－4.9

上
中
下
平均・合計

２

6.6
0.5
1.6
8.7

52.6
55.8
66.5
174.9

59.2
56.3
68.1
183.6

△0.4
△1.1
△1.4
△2.9

3.4
3.1
3.4
9.9

3.0
2.0
2.0
7.0

2.8
12.6
△17.3
△1.8

17.2
16.4
19.8
53.3

20.0
29.0
2.5
51.5

1.7
0.0
△1.2
0.1

－9.2
－5.8
－3.6
－6.1

－7.5
－5.8
－4.8
－6.0

△0.2
△0.9
0.1
△0.4

0.4
3.1
4.6
2.8

0.2
2.2
4.7
2.4

0.1
△0.9
△0.1
△0.3

－3.8
－1.1
0.2
－1.5

－3.7
－2.0
0.1
－1.8

上
中
下
平均・合計

３

△24.3
△15.5
7.7

△32.0

64.2
54.0
63.1
181.2

39.9
38.5
70.8
149.2

4.9
1.7
△0.3
6.3

3.1
3.3
3.3
9.7

8.0
5.0
3.0
16.0

24.3
△8.9
△5.7
9.8

14.2
25.9
23.7
63.7

38.5
17.0
18.0
73.5

△0.2
△2.1
△1.0
△1.1

－2.1
0.3
1.8
0.0

－2.3
－1.8
0.8
－1.1

△3.2
△6.1
0.4
△3.0

7.3
10.4
12.5
10.1

4.1
4.3
12.9
7.1

△1.7
△4.5
△0.6
△2.2

2.5
5.2
7.1
4.9

0.8
0.7
6.5
2.7

上
中
下
平均・合計

４

△6.6
△11.5
21.1
3.1

60.3
54.0
52.7
166.9

53.7
42.5
73.8
170.0

2.4
2.1
1.0
5.5

3.6
3.9
3.0
10.5

6.0
6.0
4.0
16.0

△6.5
51.0
16.2
60.8

35.0
23.5
24.3
82.7

28.5
74.5
40.5
143.5

0.2
△1.0
△2.1
△1.0

2.6
5.4
6.7
5.0

2.8
4.4
4.6
4.0

1.5
△2.3
△0.7
△0.5

14.0
16.3
17.0
15.8

15.5
14.0
16.3
15.3

1.4
△1.2
△0.8
△0.2

8.1
10.7
11.7
10.2

9.5
9.5
10.9
10.0

上
中
下
平均・合計

５

△0.5
27.8
△26.3
1.0

52.5
49.8
47.3
149.6

52.0
77.6
21.0
150.6

0.2
△1.2
3.5
2.5

3.8
3.2
3.5
10.5

4.0
2.0
7.0
13.0

△18.5
△1.4
32.0
12.2

23.0
18.4
24.0
65.3

4.5
17.0
56.0
77.5

1.7
1.1
1.4
1.4

7.3
10.0
11.5
9.6

9.0
11.1
12.9
11

1.6
4.1
△1.0
1.5

17.8
20.6
21.8
20.1

19.4
24.7
20.8
21.6

1.4
3.2
0.2
1.6

12.4
15.1
16.3
14.6

13.8
18.3
16.5
16.2

上
中
下
平均・合計

６

27.5
△29.3
8.7
6.9

27.5
35.5
44.5
107.5

55.0
6.2
53.2
114.4

△0.5
2.5
△0.1
2.4

4.5
4.5
5.1
13.6

4.0
7.0
5.0
16.0

△31.5
△12.1
6.6

△37.0

45.0
52.1
44.9
142.0

13.5
40.0
51.5
105.0

△2.0
△5.2
△2.4
△3.2

12.3
14.7
15.8
14.3

10.3
9.5
13.4
11.1

2.7
△8.8
△0.5
△2.1

19.8
23.1
23.9
22.3

22.5
14.3
23.4
20.2

0.6
△6.9
△0.9
△2.3

15.6
18.5
19.3
17.8

16.2
11.6
18.4
15.5

上
中
下
平均・合計

７

△12.1
36.7
19.8
44.5

38.6
32.7
45.8
117.0

26.5
69.4
65.6
161.5

2.2
△0.7
△3.4
△1.9

4.8
4.7
5.4
14.9

7.0
4.0
2.0
13.0

8.1
△40.6
△59.5
△91.9

66.9
62.1
67.0
195.9

75.0
21.5
7.5
104.0

0.6
1.4
△0.4
0.5

16.6
14.9
14.2
15.2

17.2
16.3
13.8
15.7

1.1
4.6
1.4
2.3

24.7
22.3
22.4
23.1

25.8
26.9
23.8
25.4

1.0
3.5
1.1
1.9

20.5
18.2
18.0
18.8

21.5
21.7
19.1
20.7

上
中
下
平均・合計

８

△17.3
△17.8
7.6

△27.5

45.2
49.6
50.8
145.6

27.9
31.8
58.4
118.1

0.8
2.3
1.4
4.5

4.2
3.7
3.6
11.5

5.0
6.0
5.0
16.0

113.0
41.3
△10.0
144.3

51.5
64.7
53.0
169.2

164.5
106.0
43.0
313.5

0.8
1.7
△1.7
0.3

13.1
10.9
8.1
10.7

13.9
12.6
6.4
11.0

△0.3
0.6
1.1
0.4

21.4
20.0
17.3
19.6

21.1
20.6
18.4
20.0

0.4
1.2
0.0
0.5

16.9
15.2
12.6
14.9

17.3
16.4
12.6
15.4

上
中
下
平均・合計

９

10.6
△8.2
△1.2
1.2

46.4
53.7
52.3
152.4

57.0
45.5
51.1
153.6

1.6
2.3
△0.3
3.6

4.4
3.7
4.3
12.4

6.0
6.0
4.0
16.0

△26.9
26.9
2.9
3.0

55.4
35.6
26.6
117.5

28.5
62.5
29.5
120.5

△0.6
△2.2
1.3
△0.4

6.4
3.6
2.5
4.1

5.8
1.4
3.8
3.7

1.4
△2.8
1.5
0.1

15.8
14.3
11.5
13.8

17.2
11.5
13.0
13.9

0.4
△2.0
0.9
0.0

10.8
8.8
7.4
8.8

11.2
6.8
8.3
8.8

上
中
下
平均・合計

１０

2868771513617489655744△621677161548308831364123392380５～９月積算値

注１．畜試場内のアメダス観測値。

注２．△印は減を示す。
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２）牧草
　（１）チモシー（採草利用）

　　　　　　　作況　１番草：不良、２番草：不良

　　　　　　　　　　３番草：良、年間合計：不良

事由：

　萌芽期は４月２４日～２６日であった。１番草の出穂始め

は、平年より１日早い６月１５日～１６日であった。収穫時

の草丈は、９３�～９６�で平年より７�～１０�短かった。

乾物収量は、２年目草地が６７０�／１０a、３年目草地が

５１９�／１０a、平年比はそれぞれ９６、７６で平均は８６で作況

は不良であった。

　２番草は、生育期の７月中旬に著しい低温に遭ったた

め生育が停滞し、草丈は５４～５７�で平年に比べて２４～２６

�も短かった。乾物収量は、２年目草地が２０５�／１０aで

平年比は６６、３年目草地が１３８�／１０aで平年比は５０で、

平均は５８で作況は不良であった。

　３番草は、２年目草地が２７９�／１０aで平年比は１２０、

３年目草地が２２０�／１０aで平年比は１０３であった。両草

地の平均は１１２で作況は良であった｡

　年間合計の乾物収量は、２年目草地が１１５４�／１０a、

３年目草地が８７７�／１０aで平年比はそれぞれ９３、７５で平

均は８４であった。両草地の平年比の平均は８４であるの

で、本年の作況は不良であった。

３年目草地２年目草地
調査項目

同比（％）比較平年本年同比（％）比較平年本年

－4.26－4.24萌芽期（月・日）

 △16.166.15△16.176.16出穂始（月・日）

△26.216.19△26.216.19１番草刈取月日

△48.108. 6△48.108. 6２番草（月・日）　  

310.1510.18310.1510.18３番草

　△1010393△710396１番草草丈

△247854△268357２番草（�）　  

△13837△43935３番草

73△8963370247495△1534143259１番草生草収量

50△718143972169516631151２番草（�／１０a）

1022212321254116△5113461563３番草

2

217

74△15926041444993△4564235973合　計

0

76△16268151996△28698670１番草乾物収量

50△13627413866△10312205２番草（�／１０a）

10372132201207233279３番草

46

75△291116887793△8912431154合　計

注１．平年値は前４カ年の平均値。

注２．△印は減を示す。
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　（２）オーチャードグラス（放牧利用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作況　１番草：やや不良、２番草：不良　　

　　３番草：良、４番草：不良　　　　　

　　　　年間合計：やや不良　　　　　　　　

事由：

　萌芽期は４月２７日であった。１番草の出穂始めは、平

年並みの６月６日～７日であった。収穫時の草丈は、９５

�～９６�で平年比－５�～＋４�で概ね平年並みであっ

た。乾物収量は２年目草地が４４１�／１０a、３年目草地が

４７７�／１０aで平年比はそれぞれ８３、９９で平均は９１で作況

はやや不良であった。

　２番草は、７月上旬の少雨と７月中旬の極端な低温に

より成育が停滞した。草丈は、２年目草地が８１�､３年目

草地が７０�で、平年に比べてそれぞれ７�、１４�短かっ

た。乾物収量は２年目草地が２７７�／１０a､３年目草地が

２３３�／１０aで、平年比はそれぞれ８２、７７であった。作況

は不良であった。

　３番草は、草丈は平年並みであったが乾物収量は、２

年目草地が３０８�／１０a、３年目草地が２８８�／１０aで平年

比は共に１２５であった。作況は良であった。

　４番草は、乾物収量は、２年目草地が１３７�／１０aで平

年比は６７、３年目草地が１４９�／１０aで平年比は８９で共に

平年を大きく下回った。両草地の平年比の平均は７８で、

作況は不良であった。

　年間合計乾物収量は、２年目草地が１１６３kg/１０aで平年

比は８８、３年目草地が１１４７�／１０aで平年比は９７で、両草

地の平均は９３であった。従って本年の作況はやや不良で

あった。

３年目草地２年目草地
調査項目

同比（％）比較平年本年同比（％）比較平年本年

－4.27－4.27萌芽期（月・日）

16. 56. 6△26. 56. 7出穂始（月・日）

36. 86.1136. 86.11１番草刈取月日

△27.197.17△27.197.17２番草（月・日）　  

△39. 38.30△39. 38.30３番草

　210.1610.18210.1610.18４番草

49296△510095１番草草丈

△148470△78881２番草（�）　  

5697406969３番草

△23432△33532４番草

　84△5063169266369△114536942549１番草生草収量

70△5831943136081△38720401653２番草（�／１０a）

95△691369130090△15815121354３番草

81△202104584359△5261290764４番草

82 △13607526616674△221685366320合　計

99△448147783△92533441１番草乾物収量

77△7230523382△60337277２番草（�／１０a）

1255823028812561247308３番草

89△1816714967△68205137４番草

97△361183114788△15913221163合　計

注１．平年値は前４カ年の平均値。

注２．△印は減を示す。
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３）とうもろこし　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作況　良

事由

　播種は平年より２日早い５月１４日に行った。出芽期は

平年に比べ１～５日遅かった。出芽後の生育は６月上旬

から７月上旬までの気温が高く推移したことから草丈は

平年をやや上回った。その後、７月中旬の低温で生育は

一時停滞した。絹糸抽出期は平年に比べ｢ワセホマレ｣が

１日、｢３９H３２｣が２日それぞれ早かった。絹糸抽出期以

降の気温は平年より高く推移したため、雌穂の登熟は順

調であった。収穫は平年に比べ６～７日早かった。収穫

時の熟度はほぼ平年並であった。乾物収量は茎葉重がほ

ぼ平年並であったが、雌穂重は平年より２０％程度多く、

総体の乾物収量の平年比は｢ワセホマレ｣が１０９、

｢３９H３２｣が１１４でともに多かった。乾雌穂率は平年に比

べ４～５％高かった。TDN収量の平年比は｢ワセホマレ

｣が１１１、｢３９H３２｣が１１６で、両品種を平均すると１１４であ

った。以上から本年の作況は良と判断された。

３９H３２ワセホマレ
調査項目

平年比比　較平　年 本　年平年比比　較平　年 本　年

△2

1

5.16

5.29

5.14

5.30

△2

5

5.16

5.28

5.14

6.02

播種期　　　　（月．日）

出芽期　　　　（月．日）

21

35

9

9

30

140

236

236

51

175

245

245

8

　1

△7

△6

28

136

194

194

36

137

187

187

草丈（�）　　６月２０日

　　　　　　　７月２０日

稈長（�）　　８月２０日

　　　　　　　収　穫　時

1.4

1.0

0.1

0.1

5.6

12.6

15.1

15.1

7.0

13.6

15.2

15.2

0.2

△0.3

△0.5

△0

6.2

13.1

14.5

14.4

6.4

12.8

14.0

14.4

葉数（枚）　　６月２０日

　　　　　　　７月２０日

　　　　　　　８月２０日

　　　　　　　収　穫　時

△2

△2

8. 4

 8. 7

8. 2

 8. 5

0

△1

7.28

 8. 4

7.28

 8. 3

雄穂抽出期（月．日）

絹糸抽出期（月．日）

△79.27

黄初中

9.20

黄初中

△69.26

黄中

9.20

黄中

収　穫　期（月．日）

収穫時熟度

113

120

118

190

727

917

1489

3642

5131

1679

4369

6048

111

108

109

128

195

323

1117

2588

3505

1245

2763

4028

生草収量（�／１０ａ）

雌穂

茎葉

総体

4.5

△2.4

△0.9

49.9

18.5

27.6

54.4

16.1

26.7

3.9

△2.1

0.1

3.9

△2.1

0.1

50.3

20.8

29.6

54.2

18.7

29.7

乾物率（％）

雌穂

茎葉

総体

122

105

114

167

31

198

746

672

1418

913

703

1616

120

97

109

113

△17

96

562

536

1098

675

519

1194

乾物収量（�／１０ａ）

雌穂

茎葉

総体

116

3.9

161

1.1

52.6

1024

72.2

56.5

1185

 73.3

111

5.2

86

1.4

51.3

790

 71.9

56.5

876

 73.3

乾雌穂率（％）

ＴＤＮ収量（�／１０ａ）

ＴＤＮ含量（％）

注１．平年値の｢ワセホマレ｣は前７か年中、平成１６年（豊）、平成１８年（凶）を除いた５か年の平均値、｢３９H３２｣は前５か年の平均値。
注２．△印は早または減を示す。
注３．TDN収量は新得方式（乾雌穂重×０.８５＋乾茎葉重×０.５８２）。
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１）気象概況
　平成１８年１１月から本年１０月までの気象は概ね次のとお

りであった。

　根雪始は１１月２２日で平年と同じであった。

　冬期間（１１月～３月）の気温は、１２月上旬を除いて、

１１月上旬から３月下旬まで全般に平年より高く推移し

た。とくに最低気温が高かった。期間を通じての平均気

温は１.７℃ 高かった。降水量は１１月上旬、１月中旬、３

月中旬を除いて１１月から３月まで平年並みか少なく推移

した。３月１５日に平年より２６�少ない最大積雪深９３�を

記録した。期間中の降水量は平年の９３％であった。日照

時間は、全般に平年より高く推移した。１１月下旬から１２

月上旬、１月中旬を除いて平年並みか多かった。期間中

の日照時間は平年の１０８％であった。

　根雪終は４月１３日で平年より１日早かった。根雪期間

は、１４３日間で平年より１日少なかった。

４月：平均気温は上旬が平年よりやや高く、中旬が低

く、下旬が平年並みであった。降水量は上旬が多

く、中旬がやや少なく、下旬が平年並みであった。

日照時間は上旬がやや少なく、中旬が平年並み、下

旬が多かった。

５月：平均気温は上旬がやや高く、中・下旬がやや低か

った。降水量は上旬がやや少なく、中旬が少なく、

下旬が極めて少なかった。日照時間は上・中旬がや

や少なく、下旬が極めて多かった。

６月：平均気温は上・中旬が極めて高く、下旬が高かっ

た。降水量は上旬が少なく、中旬が多く、下旬が少

なかった。日照時間は上・中旬が極めて多く、下旬

が少なかった。

７月：平均気温は上旬が平年並み・中旬が極めて低く、

下旬がやや低かった。１３日の夏日を記録した。降水量

は上・中旬が極めて少なく、下旬がやや少なかった。

日照時間は上旬が極めて多く、中・下旬が多かった。

８月：平均気温は上旬がやや高く、中旬が高く、下旬は

ほぼ平年並みであった。１９日の夏日、４日の真夏日

を記録した。降水量は上旬が多く、中旬が平年並

み、下旬が極めて少なかった。日照時間は上旬が極め

て少なく、中旬がやや多く、下旬が極めて多かった。

９月：平均気温は上旬がやや高く、中旬が極めて高く、下

旬は平年並みであった。降水量は上旬が極めて多く、

中・下旬が平年並みであった。日照時間は上旬が少な

く、中旬がやや少なく、下旬が平年並みであった。

１０月：平均気温は上旬が高く、中旬がやや低く、下旬が

やや高かった。降水量は上・中旬が平年並、下旬が

少なかった。日照時間は上旬が多く、中旬がやや多

く、下旬が平年並みであった。

要約

　冬期間の気象は平均気温は平年より高く、降水量は少

なく、日照時間は多かった。

　農耕期間の平均気温は、５月中・下旬、７月中・下旬

を除くと全般に高かった。とくに６月上・中旬はそれぞ

れ平年より４.０，２.９℃ 高かった。農耕期間の積算気温は

２,７３３.５℃で平年の１０４％であった。降水量は８月上旬、

９月上旬を除くと全般に少なかった。とくに５月から７

月にかけての降水量が少なく、極端な旱魃となった。農

耕期間を通しての積算降水量は４３７�で平年の７６%であ

った。日照時間は５月中旬、６月下旬、８月上旬、９月

上旬を除くと全般に平年並か多めに推移した。とくに５

月下旬から６月中旬、７月上旬、８月下旬が極めて多か

った。農耕期間の積算日照時間は９２５.５時間で平年の

１２４％であった。

　以上概観すると、６月上・中旬の高温と７月中旬の低

温、５月中旬から７月中旬にかけての寡雨、５月下旬から

６月中旬と７月上旬、８月下旬の多照が特徴的であった。

２．滝　川　試　験　地

季　節　調　査

平成１９年平成１８年

年次 根雪始降雪始無霜期間初霜晩霜耕鋤始左起日最大積雪深降雪終根雪期間根雪終根雪始

月.日

降雪始

月.日

初霜

月.日 月.日月.日日月.日月.日月.日月.日�月.日日月.日

11.23
11.2
10.30
3

168
156
13

10.16
10.17
△1

4.30
5.13
13

5.1
4.28
3

3.15
2.18
25

93
119
△26

4.27
4.20
7

143
144
△1

4.13
4.14
△1

11.22
11.22
0

11.12
10.28
15

10.14
10.18
△4

本年
平年
比較

注１）滝川試験地観測資料。　
注２）平年値は前１０ヵ年の平均値
注３）△印は減または早を示す。
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気　象　表（平成１８年１１月～平成１９年１０月）

日照時間（時間）降水日数（日）降水量（�）最低気温（�）最高気温（�）平均気温（�）
旬月

比較平年本年比較平年本年比較平年本年比較平年本年比較平年本年比較平年本年

△0.6
6.3
△8.6
△3

29.6
16.1
20.2
66

29.0
22.4
11.8
63

2
1
0
3

6
7
7
20

8
8
7
23

51
△11
△2
38

40
53
56
149

91
42
54
187

2.2
1.4
1.4
1.7

1.4
－1.1
－3.0
－0.9

3.6
0.3
－1.6
0.8

2.8
0.3
△0.2
1

10.1
5.2
3.8
6.4

12.9
5.5
3.6
7.3

2.4
0.9
0.5
1.3

5.9
2.1
0.5
2.8

8.3
3.0
1.0
4.1

上
中
下
平均・合計

１１

△5.2
6.8
1.1
3

17.0
14.6
18.7
50

11.8
21.4
19.8
53

0
△2
△1
△3

8
8
9
25

8
6
8
22

△4
△19
△9
△32

35
34
32
101

31
15
23
69

△0.2
1.2
4.5
1.8

－6.5
－8.1
－9.6
－8.1

－6.7
－6.9
－5.1
－6.2

△1.4
1.4
3.4
1.1

－0.8
－1.8
－3.1
－1.9

－2.2
－0.4
0.3
－0.8

△0.7
1.4
4.2
1.6

－3.8
－5.0
－6.6
－5.1

－4.5
－3.6
－2.4
－3.5

上
中
下
平均・合計

１２

5.5
△15.3
2.5
△7

21.9
26.7
29.3
78

27.4
11.4
31.8
71

△1
3
△1
1

7
6
8
21

6
9
7
22

△1
13
△10
2

23
21
28
72

22
34
18
74

4.8
4.3
2.6
3.9

－11.6
－12.8
－12.1
－12.2

－6.8
－8.5
－9.5
－8.3

3.9
1.2
1.7
2.3

－3.8
－4.3
－4.0
－4.0

0.1
－3.1
－2.3
－1.8

4.3
2.7
2.2
3.1

－7.7
－7.4
－6.0
－7.0

－3.4
－5.9
－5.9
－5.1

上
中
下
平均・合計

１

△2.3
13.2
12.2
23

28.6
31.8
33.9
94

26.3
45.0
46.1
117

3
0
1
4

6
7
4
17

9
7
5
21

△7
△11
△10
△28

25
23
18
66

18
12
8
38

2.8
2.3
0.2
1.8

－11.7
－11.8
－10.7
－11.4

－8.9
－9.5
－10.5
－9.6

3.0
2.3
0.6
2

－3.5
－3.0
－1.2
－2.6

－0.5
－0.7
－0.8
－0.6

2.9
2.3
0.4
1.9

－7.6
－8.6
－8.1
－8.1

－4.7
－5.1
－5.6
－5.1

上
中
下
平均・合計

２

13.9
△2.6
4.5
16

38.6
42.5
49.2
130

52.5
39.9
53.7
146

△3
1
1
△1

6
6
5
17

3
7
6
16

△14
12
△11
△13

23
20
20
63

9
32
9
50

1.8
0.3
0.8
1

－9.3
－6.6
－3.8
－6.6

－7.5
－6.3
－3.0
－5.6

1.8
△0.7
0.5
0.5

－1.0
1.7
3.4
1.4

0.8
1.0
3.9
1.9

1.9
△0.2
0.6
0.8

－5.2
－2.5
－0.2
－2.6

－3.3
－2.7
0.4
－1.9

上
中
下
平均・合計

３

△8.3
0.4
24.4
17

54.0
50.3
50.8
155

45.7
50.7
75.2
172

2
3
0
5

4
4
4
12

6
7
4
17

7
△8
3
2

13
21
18
52

20
13
21
54

1.7
△1.3
△0.1
0.1

－2.4
0.8
2.0
0.1

－0.7
－0.5
1.9
0.2

△0.6
△2.8
0.6
－0.9

6.2
10.2
12.7
9.7

5.6
7.4
13.3
8.8

0.6
△2.0
0.2
－0.4

1.9
5.5
7.4
4.9

2.5
3.5
7.6
4.5

上
中
下
平均・合計

４

△8.7
△11.8
40.0
20

56.9
57.0
54.9
169

48.2
45.2
94.9
188

1
1
△1
1

5
4
3
12

6
5
2
13

△10
△15
△15
△40

42
26
21
89

32
11
6
49

1.3
0.3
△1.7
0

3.7
6.6
8.4
6.2

5.0
6.9
6.7
6.2

1.2
△1.9
△0.3
－0.3

14.8
17.3
19.2
17.1

16.0
15.4
18.9
16.8

1.3
△0.7
△1.0
－0.1

9.3
11.9
13.8
11.7

10.6
11.2
12.8
11.5

上
中
下
平均・合計

５

51.0
40.1
△21.7
69

53.3
49.8
52.5
156

104.3
89.9
30.8
225

△3
0
△1
△4

4
2
3
9

1
2
2
5

△17
8

△12
△21

27
8
20
55

10
16
8
34

3.4
1.8
2.1
2.4

9.3
11.5
13.5
11.4

12.7
13.3
15.6
13.9

4.5
4.1
0.2
2.9

19.1
21.6
23.0
21.2

23.6
25.7
23.2
24.2

4.0
2.9
1.1
2.7

14.2
16.6
18.3
16.4

18.2
19.5
19.4
19.0

上
中
下
平均・合計

６

55.5
9.0
22.2
87

40.1
42.5
51.8
134

95.6
51.5
74.0
221

△3
△3
△1
△7

4
4
4
12

1
1
3
5

△40
△42
△23
△105

42
48
55
145

2
6
32
40

△1.4
△2.6
△1.7
－1.9

14.2
16.1
17.5
15.9

12.8
13.5
15.8
14

2.4
△2.5
0.2
0

22.8
24.6
25.9
24.4

25.2
22.1
26.1
24.5

0.5
△2.6
△0.8
－1

18.5
20.4
21.7
20.2

19.0
17.8
20.9
19.2

上
中
下
平均・合計

７

△26.9
11.7
38.6
23

45.3
51.5
47.3
144

18.4
63.2
85.9
168

3
0
△3
0

4
2
4
10

7
2
1
10

33
3

△55
△19

52
24
58
134

85
27
3
115

1.5
1.5
△1.1
0.6

18.2
16.4
15.7
16.8

19.7
17.9
14.6
17.4

0.4
2.3
1.9
1.5

26.2
25.3
24.5
25.3

26.6
27.6
26.4
26.9

1.0
1.8
0.4
1.1

22.2
20.9
20.1
20.1

23.2
22.7
20.5
22.1

上
中
下
平均・合計

８

△17.4
△9.6
4.1
△23

51.1
44.3
51.1
147

33.7
34.7
55.2
124

5
0
0
5

3
4
5
12

8
4
5
17

46
7
△3
50

53
51
45
149

99
58
42
199

1.7
4.0
△0.2
1.8

13.7
11.1
8.6
11.1

15.4
15.1
8.4
13

△0.4
1.5
0.2
0.4

23.6
21.0
19.1
21.2

23.2
22.5
19.3
21.7

0.6
2.7
0.0
1.1

18.7
16.1
13.9
16.2

19.3
18.8
13.9
17.3

上
中
下
平均・合計

９

17.7
5.1
1.5
24

43.0
42.3
40.8
126

60.7
47.4
42.3
150

0
1
△2
△1

5
6
6
17

5
7
4
16

△1
0

△21
△22

48
42
46
136

47
42
25
114

1.1
△0.7
1.2
0.5

7.0
4.4
2.8
4.7

8.1
3.7
4.0
5.3

2.1
△2.0
0.3
0.1

17.0
14.9
12.2
14.7

19.1
12.9
12.5
14.8

1.6
△1.3
0.6
0.3

12.0
9.6
7.6
9.7

13.6
8.3
8.2
10.0

上
中
下
平均・合計

１０

176749926△55550△13557243784188719711393349348911226222734５～９月積算

注１．滝川地域気象観測所のAMeDAS観測値。
注２．日照時間は太陽電池式日照計（新型）による。
注３．平年値は前１０ヵ年の平均値。
注４．△印は減を示す。
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２）牧草
　（１）オーチャードグラス・アカクローバ混播

（採草型）　

　作況　１番草：良、２番草：不良　　　　　

　３番草：平年並、年間合計：やや不良

事由：

　融雪期は平年より１日遅れて４月１３日であった。この

ため萌芽期はオーチャードグラスが４月１３日、アカクロ

ーバが４月１６日でそれぞれ平年より５日、４日早かっ

た。５月を通して降水量が不足したことでオーチャード

グラス、アカクローバの生育は停滞し、出穂期は平年よ

り３日遅かった。１番草の生草収量は平年の９２％であっ

たが、乾物率が高く乾物収量は平年の１２３％で、作況は

良であった。６月から７月中旬にかけての極端な旱魃で

２番草の生育は停滞し、オーチャードグラス、アカクロ

ーバの草丈は平年を大きく下回り、生草収量は平年の

３１％、乾物収量は４７％で、作況は不良であった。８月に

入ってからの降雨で旱魃状態は解消し、３番草の生草収

量は平年の８４％、乾物収量は９９％で、作況は平年並であ

った。

　年間合計生草収量は平年の７５%、乾物収量は９５％で作

況はやや不良であった。

３年目草地
調査項目

同比（％）比較平年本年

△54.184.13OG萌芽期（月・日）

 △44.204.16RC

25.275.29出穂始（月・日）

　36. 16. 4出穂始（月・日）

 2  6. 26. 4１番草刈取月日

 △17.197.18２番草（月・日）　  

　09.189.18３番草

 △473  77OG１番草草丈

  140  41RC（�）　  

　△215736OG２番草

△153924RC

△85547OG３番草

△104434RC

　92△15018191669１番草生草収量

  31△619897 278２番草（�／１０a）

　84△1701087　917３番草

　75△93938032864合　計

　123 75323398１番草乾物収量

47△111208 97２番草（�／１０a）

　99△ 2217215３番草

　95△ 37747710合　計

△4.18.544.4１番草マメ科率

△9.711.8　2.1２番草（乾物％）

△8.811.42.6３番草

△7.610.63.0平　均

注１．　平年値は､前７か年中、平成１４年（豊）、平１２年（凶）を除いた５か年の平均値。

注２．　OGはオーチャードグラス｢キタミドリ｣、RCはアカクローバ｢サッポロ｣の略。

注３．　△印は減または早を示す。
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　（２）チモシー・アカクローバ混播（採草型）

　　　　　　　作況　１番草：不良、２番草：不良

　　　　　　　　　　３番草：不良、年間合計：不良

事由：

　萌芽期はチモシーが４月１３日、アカクローバが４月１６

日で、それぞれ平年より４日早かった。５月下旬以降の

極端な旱魃でチモシー、アカクローバの生育は著しく停

滞した。１番草の生草収量は平年の５２％、乾物収量は

６３%で、作況は不良であった。１番草刈取り後も旱魃が

継続したことにより２番草の生育はさらに停滞し、生草

収量は平年の１７％、乾物収量は２４％で、２番草の作況は

不良であった。８月上旬の降雨で旱魃状態は解消された

が、２番草における旱魃の影響と８月下旬の降水量不足

により３番草の生育は抑制され、生草収量は平年の

５３％、乾物収量は７５％で、作況は不良であった。

　年間合計生草収量は平年の４５％、乾物収量は５６％で、

作況は不良であった。

３年目草地
調査項目

同比（％）比較平年本年

　△44.174.13TY萌芽期（月・日）

　△44.204.16RC

 　06.136.13出穂始（月・日）

  06.186.18出穂始（月・日）

　06.186.18１番草刈取月日

△28. 58. 3２番草（月・日）　  

　09.189.18３番草

△229169TY１番草草丈

△297142RC（�）　  

　△466317TY２番草

△304818RC

△54035TY３番草

　　03232RC

　52△146730541587１番草生草収量

 　17△8381009　171２番草（�／１０a）

53△388819431３番草

 45△269348822189合　計

 63△218597379１番草乾物収量

 　24 △164215　51２番草（�／１０a）

　75 △34136　102３番草

56△416948532合　計

△4.216.812.6１番草マメ科率

△3.218.515.3２番草（乾物％）

　14.217.231.4３番草

　2.317.519.8平　均

注１．　平年値は､前７か年中、平成１４年（豊）､平成１２年（凶）を除いた５か年の平均値。

注２．　TYはチモシー ｢センポク｣、RCはアカクローバ｢サッポロ｣の略。

注３．　△印は減または早を示す。
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　３）オーチャードグラス･シロクローバ混播（放牧型）

　　　　　作況　１番草：平年並、２番草：やや良

　　　　　　　　３番草：不良、４番草：やや良

　　　　　　　　５番草：不良、年間合計：不良

事由：

　萌芽期はオーチャードグラスが４月１３日、シロクロー

バが４月１６日で、それぞれ平年より５日、４日早かっ

た。シロクローバの一部に菌核病の発生が認められた。

融雪期が早かったこととその後比較的順調な気象が続い

たことにより、１番草の生草収量は平年の１０２％、乾物

収量は９８％で、作況は平年並であった。５月中旬以降の

旱魃で２番草の生育は停滞し、生草収量は平年の８２％で

あったが、乾物率が高く乾物収量は１０６％で、作況はや

や良であった。６月下旬からの旱魃で３番草の生育は著

しく停滞し、生草収量は平年の２０％、乾物収量は３６％

で、作況は不良であった。８月上旬の降雨で旱魃状態は

解消し、４番草の生草収量は平年の１９３％、乾物収量は

１０８％で、作況はやや良であった。５番草は８月下旬の

降水量不足によって生育が停滞し、生草収量は平年の

６９％、乾物収量は７４％で、作況は不良であった。

　年間合計収量は生草収量が平年の８８％、乾物収量が

８７％で、作況は不良であった

３年目草地
調査項目

同比（％）比較平年本年
 △54.184.13OG萌芽期（月・日）
 △44.204.16WC
△15.195.18１番草刈取月日
 △16.196.18２番草（月・日）　  
 △17.197.18３番草
△18.188.17４番草
 09.189.18５番草
　23032OG１番草草丈
　51419WC（�）　  
△685　79OG２番草
△83022WC

  △164428OG３番草
△122513WC
　04343OG４番草
 　22325WC
 △23937OG５番草
△52318WC

102　　16 772 788１番草生草収量
　82 △2191213　994２番草（�／１０a）
　　20  △608756148３番草
193  5535971150４番草
　69 △233762529５番草
　88   △49141003609合　計
98△ 3128 125１番草乾物収量

　106 15245260２番草（�／１０a）
 36△92143　51３番草
 108  　11135146４番草
　74  △34130　96５番草
　87　△102780678合　計

 △6.0 9.2　3.2１番草マメ科率
△8.214.0 5.8２番草（乾物％）
 △1.515.8 14.3３番草
　6.67.213.8４番草
△5.97.31.4５番草
 △3.010.7 7.7平　均

注１．平年値は､前７か年中、平成１４年（豊）、平成１２年（凶）を除いた５か年の平均値。
注２．OGはオーチャードグラス「キタミドリ」、WCはシロクローバ「カリフォルニアラジ

ノ」の略。
注３．△印は減または早を示す。
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３）とうもろこし
　　　　　　　　作況　平年並

事由：

　平年より１日遅い５月２３日に播種した。播種後５月中

旬から６月上旬の旱魃で出芽期は大幅に遅れ平年より１５

日遅い６月２５日となった。その後６月下旬から７月中旬

の旱魃で引き続き生育は停滞し、絹糸抽出期は平年より

９日遅かった。９月の好天で登熟は進み収穫期は平年よ

り５日遅れの１０月９日となった。収穫時の熟度は黄熟中

期であった。生草収量は平年の９８％、乾物収量は平年の

９５％であった。乾雌穂率は５８.６％で平年よりやや高かっ

た。総体の乾物率は２８.６％で平年よりやや低かった。

TDN収量は平年の９６％であった。作況は平年並みとな

った。

同比（％）比較平年本年項　　目

15.22 5.23播種期（月日）

　156.106.25出芽期（月日）

  －   18－草丈（�）６月２０日

△72131    59　　　　　７月２０日

△47252   205稈長（�）８月２０日

　　－   4.4　－葉数（枚）６月２０日

  △5.113.3　8.2　　　　　７月２０日

 △0.718.117.4　　　　　８月２０日

　　68. 98.15雄穂抽出期（月日）

　78.118.18雄穂開花期（月日）

　　98.118.20絹糸抽出期（月日）

510. 410. 9収　穫　期（月日）

△18247229収穫時稈長

  △20106　　86収穫時着雌穂高

－黄中黄中収穫時熟度

　98  △8957265637生草収量（�/１０a）

　95 　△8516961611乾物収量（�/１０a）

101 　　9935　944乾雌穂重（�/１０a）

 　4.154.558.6乾雌穂率　（％）

△1.129.728.6乾物率　　（％）

　96 　△4612371191TDN収量（�/１０a）

　97 　△3　99　96DCP収量(kg/10a)

注１．平年値は､前６カ年のうち平成１６年（異常年）を除いた５カ年の平均値。

注２．供試品種は｢３８４５｣。

注３．TDN収量は新得方式（乾雌穂重×０.８５＋乾茎葉重×０.５８２）による。

注４．△印は減または早を示す。


